




事 業 報 告 書
平 成 21 年 度
（上半期：４月～９月）
２００９
独 立 行 政 法 人















































































































































， 「『 』 」前年度までに 医療の分野を対象として 病院の言葉 を分かりやすくする提案
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を行っています。本年度は，この提案に関連して作成した様々な基礎資料の学術的な





















































































































































⑥ 組 織 図
総 務 課






















区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
政府出資金 10,615 0 0 10,615
資本金合計 10,615 0 0 10,615
（４）役員の状況
役 職 氏 名 任 期 経 歴


















資 産 の 部 金 額 負 債 の 部 金 額
流動資産 流動負債
現金及び預金 341 未払金 159
その他 8 その他 107
固定資産 固定負債
有形固定資産 9,779 資産見返負債 44
その他 1 その他 2
負債合計 312














































































































17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
経常経費 1,218 1,146 1,110 1,144 618
経常収益 1,218 1,151 1,116 1,154 685
当期総利益 0 5 5 10 67
資 産 10,697 10,504 10,384 10,233 10,129
負 債 293 299 361 390 312
利益剰余金 16 5 10 20 87
業務活動によるキャッシュ・ 16 58 106 68 10
フロー
投資活動によるキャッシュ・ -13 -20 -1 -2 -9
フロー
財務活動によるキャッシュ・ -6 -8 -8 -9 -5
フロー
資金期末残高 160 190 287 344 341





17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
調査研究事業 12 -2 0 0 1
日本語情報資料収集事業 -8 9 0 0 -1
研修事業 -4
国際研究協力事業 -3
法人共通 4 -2 5 9 67






17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
調査研究事業 39 8,559 8,392 8,229 8,149
日本語情報資料収集事業 22 1,097 1,068 1,044 1,029
研修事業 2
国際研究協力事業 1
法人共通 10,633 848 923 960 950








17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
業務費用 1,179 1,094 1,053 1,093 600
うち損益計算書上の費用 1,223 1,147 1,111 1,145 618
うち自己収入 -44 -52 -58 -53 -18
損益外減価償却累計額 188 188 188 188 94
損益外減損損失相当額 0 1 0 0 0
引当外賞与見積額 0 0 4 -4 6
引当外退職給付増加見積額 38 1 -50 -14 21
機会費用 186 170 129 133 63
(控除)法人税及び国庫納付金 0 0 0 0 0











17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由
収入
運営費交付金 1,174 1,174 1,095 1,095 1,129 1,129 1,111 1,111 510 510
受託収入 30 29 20 37 0 49 0 41 0 13
版権使用料・ 7 11 9 10 9 17 9 25 5 20
施設等使用料等
計 1,211 1,214 1,124 1,142 1,138 1,195 1,120 1,177 514 542
支出
資料収集･整理等事業経費 408 418 472 423 462 354 456 371 105 196
の増加
受託事業費 30 29 20 31 0 49 0 41 0 13
光熱水費等の増加一般管理費 168 189 59 112 57 101 56 103 22 78
退職手当の減少人件費 605 577 573 580 619 593 608 627 387 336
計 1,211 1,213 1,124 1,146 1,138 1,097 1,120 1,142 514 623
（４）経費削減及び効率化目標との関係

























































































































































〔事 業 費〕運営費交付金 ： 49,873千円





， 。（ 。）※事業費は21年度決算額で 百円の単位を四捨五入した 以下の事業についても同じ
（＊は，特定領域研究による雇用者を表す）【担当組織】
責 任 者：前川喜久雄









所外協力者：宮島達夫（国語研究所名誉所員 ，ソ・サンギュ（韓国・延世大学 ，） ）








































































































性の検証－」, 機能言語学研究, 5, pp89-102，2009年6月
② 論文集掲載論文
・Kikuo Maekawa. "Analysis of Language Variation Using a Large-Scale Corpus of
Spontaneous Speech." In Shu-Chuan Tseng (ed) Linguistic Patterns in Spontaneous
Speech (Language and Linguistic Monograph Series A25),Institute of Linguistics,
























成とその活用 特定領域研究 日本語コーパス 平成21年度全体会議 予稿集pp.23-26.」， 「 」 ，
2009年9月5日，国語研究所












・前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』を利用した音声研究 ，韓国日本語学会シンポ『 」
ジウム，2009年9月19日










kokken.go.jp/kotonoha/ また検索デモンストレーションサイト http://www.kotonoha.）。 （
gr.jp/demo/）を通して，サンプルが実際にどのように利用されるかを示した。このサイ
































































〔事 業 費〕運営費交付金 ：10,436千円
（人件費6,114千円，旅費交通費1,831千円，物件費2,491千円）
科学研究費補助金※ ： 11,800千円








所外協力者：井上史雄（明海大学 ，吉岡泰夫（別府大学 ，真田信治（奈良大学 ，） ） ）
水野義道（京都工芸繊維大学 ，米田正人（元国語研究所 ，久木田恵） ）
（愛知教育大学 ，辻加代子(神戸学院大学 ，西尾純二（大阪府立大学 ，） ） ）
吉野諒三（統計数理研究所 ，片岡邦好（愛知大学 ，松田謙次郎（神戸） ）
松蔭女子学院大学 ，松丸真大（滋賀大学 ，松本渉（統計数理研究所）） ）











































・尾崎喜光 『しくみで学ぶ！ 正しい敬語 （ぎょうせい ，187p, 2009年8月， 』 ）
・竹田晃子・吉田雅子 『まんがで学ぶ方言 （国土社 ，119p，2009年4月， 』 ）
（２）論文
① 査読付き論文
・ONISHI, Takuichiro. Dialectology in the National Institute for Japanese Lang
uage. Dialectologia 2, Barcelona, (University of Barcelona), pp.37-50, 2009
年4月
② 論文集掲載論文（単行本掲載論文，科研報告書掲載論文などを含む）
・吉田雅子 「山梨県 『都道府県別全国方言辞典 CD付き （三省堂 ，pp.138-145，2， 」， 』 ）
009年8月
・吉田雅子 「分野別方言 『都道府県別全国方言辞典 CD付き （三省堂 ，pp.389-43， 」， 』 ）
0，2009年8月
・吉田雅子 「 關東及隣接縣方言調査書」について－紹介と分析－ 『山梨ことばの会，「 」，
会報』15（山梨ことばの会 ，2009年9月予定）
③ 招待寄稿（依頼原稿を含む）
・三井はるみ 「条件表現の地理的変異 ─方言文法の体系と多様性をめぐって─ 『日， 」，
本語科学』25，pp.143-164，2009年4月
・吉田雅子 「方言関係新刊書目 『日本方言研究会第88回研究発表会発表原稿集 （日， 」， 』
本方言研究会 ，pp.64-68，2009年5月）
・吉田雅子 「近刊方言書目 『山梨ことばの会会報』15（山梨ことばの会 ，2009年9， 」， ）
月予定








・ONISHI, Takuichiro. Diffusing Process of Dialectological Distributions. SIDG
Congress 6, International Society for Dialectology and Geolinguistics (Univ
ersity of Maribor, Slovenija). pp.76-77, 2009年9月
・朝日祥之・松田謙次郎・横山詔一「実時間的アプローチによる敬語変化 「パネル：」
言語変化研究における「見かけ上の時間」の功罪－国立国語研究所の経年調査を中心






「 「 」」・松田謙次郎・朝日祥之・横山詔一 実時間的言語変化研究の動向と 見かけ上の変化
「パネル：言語変化研究における「見かけ上の時間」の功罪－国立国語研究所の経年
調査を中心に－」2009年度豪州日本研究大会・日本語教育国際研究大会，University























「「 」「 」 」『 』・尾崎喜光, じいじ ばあば ―全国調査から使用状況を見ると…― 国語研の窓
40号，p.5，2009年7月







































活動は平成19～20年度に 「病院の言葉」委員会を設置し，この委員会から 「 病院の言， ，『
葉』を分かりやすくする提案」を発表する形で進めた。併せて，委員会の活動を支える調
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， ， 。 ，「『 』査研究を行い 検討のための資料を作成し 委員会に提出した 21年度は 病院の言葉
を分かりやすくする提案」の普及活動と，一連の活動で収集した調査データや活動記録の
整備を行う。




















・相澤正夫・田中牧郎「 病院の言葉』を分かりやすくする提案について ，ドイツ-日本『 」





















「 」， ，・田中牧郎 医療の言葉を分かりやすくする工夫 神奈川県保険医協会横浜支部研究会
2009年7月1日
・田中牧郎「 病院の言葉』を分かりやすくする提案 ，聖路加国際病院院内研修会，2009『 」
年7月8日
・田中牧郎「 病院の言葉』を分かりやすくする提案 ，東京医科歯科大学歯学部病院院内『 」
研修会，2009年7月13日






「『 』 」，『 』（ ），・田中牧郎 病院の言葉 をわかりやすくする提案 臨床栄養 医師薬出版株式会社
114-4，pp.348-349，2009年4月
・田中牧郎「 病院の言葉』をわかりやすくする提案―類型と事例 『臨床栄養 （医師薬『 」， 』
出版株式会社 ，114-5，pp.452-453，2009年5月）
「『 』 」，『 』（ ）， ，・田中牧郎 病院の言葉 をわかりやすくする提案 看護学雑誌 医学書院 73-6
pp.5-12，2009年6月
「 ， 」，・田中牧郎 患者も納得 医療のことば 第２回 浸潤 寛解―段階を踏んだ説明を―
『調剤と情報 （じほう ，15-4，pp.82-83，2009年4月』 ）
・田中牧郎「患者も納得 医療のことば 第３回 ショック，貧血，合併症―誤解や混同
を避ける言葉遣いを― 『調剤と情報 （じほう ，15-5，pp.82-83，2009年5月」， 』 ）
・田中牧郎「患者も納得 医療のことば 第４回 ウイルス，炎症―言葉は知られていて
も理解されていない言葉― 『調剤と情報 （じほう ，15-6，pp.82-83，2009年6月」， 』 ）
・田中牧郎「患者も納得 医療のことば 第５回 動脈硬化，糖尿病―病気の予防に役立
つ知識を― 『調剤と情報 （じほう ，15-7，pp.82-83，2009年7月」， 』 ）
・田中牧郎「患者も納得 医療のことば 第６回 腫瘍，悪性腫瘍―不安を和らげる言葉
遣い― 『調剤と情報 （じほう ，15-8，pp.88-90，2009年8月」， 』 ）
・田中牧郎「患者も納得 医療のことば 第７回 ステロイド，副作用―薬の副作用への
不安を和らげる― 『調剤と情報 （じほう ，15-9，pp.86-88，2009年9月」， 』 ）
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・田中牧郎（インタビュー 「医療者から患者へ わかりやすい言葉で 『med→lay （東） 」， 』
京大学医学部四年生五月祭企画 ，pp.84-87,2009年5月）
・田中牧郎 インタビュー 病院の言葉をわかりやすく Nikkei Medical Cadetto 日（ ）「 」，『 』（
経BP社 ，2009 No.2,2009年6月，p.32）
・田中牧郎（インタビュー 「この人の“実感”を聞きたい 病院の言葉をどう分かりや）
すくするか 『望星 （東海教育研究所 ，pp.10-16，2009年7月」， 』 ）
・田中牧郎（インタビュー 「専門家ほど言葉の意味を考えない 『医薬経済 （医薬経済） 」， 』
社 ，1356，p.3，2009年9月）
・田中牧郎・矢吹清人・有森直子（鼎談 「医療者と患者のコミュニケーション・ギャッ）
プを考える」 『メディカル朝日 （朝日新聞社 ，38-8，pp.31-35，2009年8月， 』 ）
・矢吹清人「医者のことばクリニック インフォームド・コンセント」，『CLINIC magazine』
（クリニックマガジン社 ，475，p.65，2009年4月）
・吉山直樹「医者のことばクリニック 寛解 『CLINIC magazine （クリニックマガジン」， 』
社 ，476，p.43，2009年5月）
・関根健一「医者のことばクリニック 頓服 『CLINIC magazine （クリニックマガジン」， 』
社 ，477，p.43，2009年6月）
・三浦純一「医者のことばクリニック 化学療法 『CLINIC magazine （クリニックマガ」， 』
ジン社 ，478，p.43，2009年7月）
・和田ちひろ「医者のことばクリニック 敗血症 『CLINIC magazine （クリニックマガ」， 』
ジン社 ，479，p.43，2009年8月）
「 」，『 』（ ），・柴田実 医者のことばクリニック MRSA CLINIC magazine クリニックマガジン社
480，p.43，2009年9月
（４）新聞報道等
・ 病院用語」本で分かりやすく 『読売新聞 ，2009年4月19日朝刊「 ， 』
・平易な病院言葉 安心力アップ 『日本経済新聞 ，2009年4月19日朝刊， 』
・カタカナ語を分かりやすく＜上＞ 『公明新聞 ，2009年4月20日， 』
・カタカナ語を分かりやすく＜下＞ 『公明新聞 ，2009年4月27日， 』
・医療用語の「分かりやすい」言い換え提案 患者に伝わりにくい５７語，『Medical
Tribune』42-21,2009年5月21日
・ 浸潤 「予後 「重篤」？「病院の言葉を分かりやすく 『常陽新聞 ，2009年5月22日「 」 」 」， 』
・ イレウス」ってなに？ 『産経新聞 ，2009年6月1日朝刊「 ， 』
・ひと十字路 田中牧郎 難解語 言い換えに没頭 『読売新聞 （多摩版 ，2009年6月8日， 』 ）
朝刊
・話題人 矢吹清人さん 医療用語言い換え集を編纂 病気理解してもらい診療 『下野，
新聞 ，2009年7月6日』
・病院の言葉 理解できてる？ 『日本経済新聞』日経プラス１，2009年9月5日，
































































































































































〔事 業 費〕運営費交付金 ： 13,600千円





























































































































をめぐる量的調査 （社会言語科学会第24回大会，京都大学 ，2009年9月19日」 ）
③ 一般誌での論文発表












































































。 ， ，学習に必要な情報が付加された様々なデータベースを作成し提供する そのため 21年度は
外国人発話データ等，収集した日本語教育情報の整備を行うとともに，Webサイト「日本語
教育ネットワーク」全体の整備を行い，基盤整備を通じて得られた研究成果を公開する。















（ ） （ ， ，・OPI 米国の口頭能力測定方式 による日本語学習者会話データ 390人 30分／人









































（ 「 」 ），・講師：見城慶和氏 元夜間中学校専任教諭・現自主勉強会 えんぴつの会 スタッフ
関本保孝氏（墨田区立文花中学校夜間学級教諭）


































・野山広 日系ブラジル人就労者の言語生活と日本語教育－太田市・大泉町の場合 日「 」『







































































， ， （ ） （ ）計件数よりも１割増加させ また 研究発表会 年１回 と査読付論文誌 年２種
の刊行を行い，研究発表会については，参加者の80％以上から肯定的評価が得られ










































・ 現代語の連体修飾節における助詞「の 」金銀珠「 」




























































































































「 」 （ ） （ （ ）， （ ）。広報紙 国語研の窓 を２回発行 各号5,000部 した 39号 ４月 40号 ７月
各号はいずれもＡ４判８ページで，表紙には「暮らしに生きることば （言葉に関する」
エッセイ）を，内容としては 「研究室から （国語研究所の研究事業の紹介・解説）を， 」

























































































































































）， （ ， ）），社・毎日新聞社・読売新聞社・産経新聞社 通信社２社 時事通信社 共同通信社
ブロック紙・地方紙６社（河北新報社，信濃毎日新聞社，新潟日報社，西日本新聞社，
中日新聞社，北海道新聞社 ，専門紙・業界紙８社（図書新聞，読書人，教育新聞社，）





， 。 ，総合雑誌の日本語関係記事の収集と目録作成を行い 記事に動向分析を加えた また





， ）， （ ， ） （ ，冊 洋図書131冊 雑誌68種 和雑誌63種 洋雑誌５種 ・2,312冊 和雑誌1,962冊
洋雑誌350冊 ，視聴覚資料等263点のデータを追加している。平成21年９月30日現在）
の総所蔵数は 図書131,836冊 和図書106,926冊 洋図書24,910冊 雑誌5,463種 和， （ ， ）， （



















































ケ 研究所の刊行物である 「研究所報告」シリーズ 「研究所資料集」シリーズ 『研， ， ，
























































ースをはじめとする目録データベース等の充実 （２）電子化報告書 『日本言語地図』デー， ，
タベース，地図画像をはじめとする研究報告書等の本文の公開や，研究資料の電子化公開な



















た形で 『方言談話資料 『方言録音資料シリーズ 『方言文法全国地図』のサイト構築を， 』， 』，


















































































国語研究所は，政策研究大学院大学（以下 「政研大」という ）や一橋大学との間で実施， 。
















れており 「日本語教育指導者養成プログラム （修士課程）と「日本言語文化研究プログラ， 」
ム 博士課程 によって構成されている 政研大及び国際交流基金日本語国際センター 浦」（ ） 。 （











語学,社会言語学, 対照言語学等 ，言語教育領域（日本語教育概論, 日本語教授法, 第二言）













責 任 者：野山 広（修士課程・博士課程プログラム委員兼任）
担 当 者：野山 広（修士課程・博士課程プログラム委員兼任）




















日時：平成21年９月５日（土） 10:00～15:00 （開場 9:30）
場所：政策研究大学院大学 講義室Ｌ

















































































































































① 調査研究を効率的・効果的に実施するために, 常勤職員のほか, 客員研究










について （H20.10.29 ，総務省政策評価・独立行政法人評価委員会による「平成19年度に」 ）
おける文部科学省所管独立行政法人の業務の実績に関する評価の結果等についての意見につ












































単位 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
電 気 kwh 846,936 888,931 881,688 828,024 426,504
水 道 ｍ 4,330 4,464 3,946 3,887 2,581３
ガ ス ｍ 67,619 57,147 54,540 45,536 19,102３

















































， ， 。平成21年度は 昨年度に引き続き以下の事項を実施し 事務及び業務の情報化を図った
① 昨年度に引き続き，各予算管理者等が各自のパソコンで予算の執行状況などリアルタ
イムで確認可能なシステムを稼働させ，効率的かつ透明性の高い業務運営を図った。


















項 目 国 国語研究所
平 均 年 齢 41.1歳 40.1歳







項 目 国 国語研究所
平 均 年 齢 44.8歳 47.0歳








役 職 転 入 転出・退職
課 長 ２（山梨大学、日本学 １（徳島大学へ）
生支援機構より）
課長補佐 １（東京大学より） １（東京大学へ）
係 員 １（一橋大学より） １（一橋大学へ）
再雇用職員 ０ １（退職）




派 遣 先 件 数 内 訳
大学非常勤講師 48 国公立大学20, 私立大学27, その他1
委員会等委員 60 国の機関等8，大学等2，民間団体39，その他11































































区 分 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
万円金 額 合 計 8,769万円 16,139万円 23,348万円 24,079万円 15,062
（内 訳）
科学研究費補助金 4,646万円 11,356万円 17,806万円 19,069万円 13,280万円
25件 31件 27件 41件 43件
－国等の委託費等 2,895万円 1,567万円 1,424万円 1,206万円
4件 2件 1件 1件
博報日本語海外研究者 － 2,164万円 3,518万円 2,904万円 1,325万円
招へいプログラム事業 1件 1件 1件 1件
版権及び著作権使用料 1,228万円 1,052万円 600万円 900万円 457万円
























ア 出版社から増刷を含め 調査研究の成果を内容とする市販本等の出版が行われた ？， 。

































































































種目 代表者名 課 題 名 ページ
特定領域 前川 喜久雄 代表性を有する大規模日本語書き言葉コーパスの構築： ・・・ ９３
２１世紀の日本語研究の基盤整備
基盤Ａ 杉戸 清樹 敬語と敬語意識の半世紀―愛知県岡崎市における第３次調 ・・・ ９４
査―
基盤Ｂ 大西 拓一郎 地理情報システムに基づく言語地理学の再構築 ・・・ ９５
基盤Ｂ 尾崎 喜光 国内地域間コミュニケーション・ギャップの研究―関西方 ・・・ ９５
言と他方言の対照研究―
基盤Ｂ 柳澤 好昭 コンピュータ利用日本語教育におけるコンテンツと学習の ・・・ ９６
研究―効果と評価の観点から―
基盤Ｂ 金田 智子 「生活のための日本語」に関する基盤的研究：段階的発達 ・・・ ９７
の支援を目指して
基盤Ｃ 山崎 誠 日本語のコロケーションを記述するための統計指標のコー ・・・ ９７
パスによる検証
基盤Ｃ 山口 昌也 学習者の自発的学習と柔軟な運用を考慮した作文支援シス ・・・ ９８
テムの実現
基盤Ｃ 小木曽 智信 和文系資料を対象とした形態素解析辞書の開発 ・・・ ９８
基盤Ｃ 柏野 和佳子 辞書用例の記述仕様標準化のための実証研究 ・・・ ９９
基盤Ｃ 小磯 花絵 書き言葉コーパスに基づくテキスト分類尺度の探索的研究 ・・・ ９９
基盤Ｃ 田中 牧郎 「単語情報付きコーパス」を用いた近現代の語彙・語法史 ・・・１００
の研究
基盤Ｃ 三井 はるみ 日本語諸方言における意味的隣接表現の文法体系への取り ・・・１００
込みに関する研究
基盤Ｃ 吉田 雅子 明治期国語調査委員会資料と『日本言語地図 『方言文法 ・・・１０１』
全国地図』による分布解釈研究
基盤Ｃ 井上 優 日本語方言の終助詞の意味の類型に関する研究 ・・・１０１
基盤Ｃ 井上 文子 日本語方言における間投表現の使用の様相に関する研究 ・・・１０２
挑戦的萌芽 相澤 正夫 「福祉言語学」の創成・確立に資する研究モデルの探索 ・・・１０２
若手Ｂ 小椋 秀樹 漢字政策の改定が漢字使用に及ぼす影響に関する研究 ・・・１０３
若手Ｂ 朝日 祥之 樺太方言と北海道方言の言語変容に見られる関係について ・・・１０３
の調査研究
若手Ｂ 齋藤 達哉 公共情報媒体としての広報紙を対象とした表記法の在り方 ・・・１０４
に関する調査研究
若手Ｂ 佐野 大樹 日本語「書き言葉らしさ・話し言葉らしさ」測定法の設計 ・・・１０４
若手Ｂ 金 愛蘭 20世紀後半の新聞における外来語の基本語化に関する調査 ・・・１０５
研究
若手Ｂ 鑓水 兼貴 埼玉県における方言形成の構造に関する言語地理学的研究 ・・・１０５








学 ，田野村忠温（大阪大学 ，砂川有里子（筑波大学 ，田中牧郎，荻野綱男（日） ） ）
本大学 ，奥村学（東京工業大学 ，宇津呂武仁（筑波大学 ，仁科喜久子（東京工） ） ）




・ツール班：*松本裕治（奈良先端科学技術大学院大学 ，徳永健伸（東京工業大学 ，乾健太） ）
郎（奈良先端科学技術大学院大学）橋田浩一（産業技術総合研究所 ，橋本泰一）
（東京工業大学 ，浅原正幸（奈良先端科学技術大学院大学））
・電子化辞書班：*伝康晴（千葉大学 ，峯松信明（東京大学 ，小木曽智信，小磯花絵） ）
・日本語学班：*田野村忠温（大阪大学 ，服部匡（同志社女子大学 ，杉本武（筑波大学 ，石） ） ）
井正彦（大阪大学）
・日本語教育班：*砂川有里子（筑波大学 ，井上優，小林ミナ（早稲田大学 ，滝沢直宏（名） ）
古屋大学 ，投野由紀夫（東京外国語大学 ，山内博之（実践女子大学）） ）
・言語政策班：*田中牧郎，相澤正夫，斎藤達哉，棚橋尚子（奈良教育大学）
・辞書編集班：*荻野綱男（日本大学 ，近藤泰弘（青山学院大学 ，矢澤真人（筑波大学 ，丸） ） ）
山直子（東京女子大学）
・言語処理班：*奥村学（東京工業大学 ，白井清昭（北陸先端科学技術大学院大学 ，新納浩） ）






































（ ）， （ ）， （ ），連携研究者：江川清 広島国際大学 井上史雄 明海大学 真田信治 奈良大学
吉岡泰夫（別府大学 ，水野義道（京都工芸繊維大学 ，松田謙次郎（神） ）
）， （ ）， （ ），戸松蔭女子学院大学 片岡邦好 愛知大学 西尾純二 大阪府立大学












































































調査協力者：武田聡子（NPO法人日本語教育研究所 ，谷啓子（東京女子大学 ，） ）
矢部まゆみ（津田塾大学）
【研究概要】


































本研究の学術的な特色は （１）作文支援システムに 「ピア・レスポンス」と「利用者が教， ，
えるというパラダイム」を応用し，自発的な作文技術習得を促進するためのインタラクション


























































































日本全国規模の方言調査資料『音韻調査報告書 『音韻分布図 『口語法調査報告書 『口語』 』 』




期間中には以下の作業を実施する （１）対象資料の記述研究とデータベース化 （２）分布。 ，





分担者：渋谷勝己（大阪大学 ，定延利之（神戸大学 ，高木千（関西大学 ，） ） ）







（１）方言終助詞研究における「終助詞の意味のとらえ方 「意味記述の方法 「データ」を概」 」
観できる資料（方言終助詞研究総覧）を作成する。

















































， ， ，本研究は 1981年に行われた当用漢字表の廃止 常用漢字表の実施という漢字政策の改定が
















































































































































































































































































































































































































































































































と、同法第十八条の三第一項 及び第百六条の十六 中「第百六条の二 から第百六条の四 まで」とあ
るのは「独立行政法人通則法第五十四条の二第一項において準用する第百六条の二から第百六条の四











































































九 国家公務員の自己啓発等休業に関する法律 （平成十九年法律第四十五号）第五条第二項 及び
第七条 の規定
２ 職員に関する国家公務員法 の適用については、同法第二条第六項 中「政府」とあるのは「独立








































５ 職員に関する労働基準法 （昭和二十二年法律第四十九号）第十二条第三項第四号 及び第三十九
条第七項 の規定の適用については、同法第十二条第三項第四号 中「育児休業、介護休業等育児又は
家族介護を行う労働者の福祉に関する法律 （平成三年法律第七十六号）第二条第一号 」とあるのは




に関する法律第三条第一項 」と 「同条第二号 」とあるのは「育児休業、介護休業等育児又は家族、
介護を行う労働者の福祉に関する法律第二条第二号 」とする。
６ 職員に関する船員法 （昭和二十二年法律第百号）第七十四条第四項 の規定の適用については、
同項 中「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律 （平成三年法律
第七十六号）第二条第一号 」とあるのは「国家公務員の育児休業等に関する法律 （平成三年法律第






















































































































附 則 （平成一一年一一月二五日法律第一四一号） 抄
（施行期日等）
１ この法律は、公布の日から施行する。




附 則 （平成一四年二月八日法律第一号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は、公布の日から施行する。













附 則 （平成一六年一二月三日法律第一五四号） 抄
（施行期日）

















附 則 （平成一七年七月二六日法律第八七号） 抄
１ この法律は、会社法の施行の日から施行する。
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附 則 （平成一七年一一月七日法律第一一三号） 抄
（施行期日）
、 （ 、 ）第一条 この法律は 公布の日の属する月の翌月の初日 公布の日が月の初日であるときは その日
から施行する。ただし、第二条、第三条、第五条及び第七条並びに附則第六条から第十五条まで及び
第十七条から第三十二条までの規定は、平成十八年四月一日から施行する。

















附 則 （平成一八年一一月一七日法律第一〇一号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は、平成十九年四月一日から施行する。
















る部分を除く ）及び同法本則に二条を加える改正規定（同法第百十二条に係る部分に限る 、第。 。）
三条中独立行政法人通則法第五十四条の次に一条を加える改正規定（国家公務員法第百九条及び第
百十二条の準用に係る部分に限る ）並びに附則第七条、第十条（附則第七条の準用に係る部分に。


























附 則 （平成二〇年一二月一二日法律第八九号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は、平成二十二年四月一日から施行する。
附 則 （平成二〇年一二月二六日法律第九四号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は、平成二十一年四月一日から施行する。


























































































































































附 則 （平成一二年五月二六日法律第八四号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は，平成十二年六月一日から施行する。














































































































































































































































































































































５ 附則別表の上欄に掲げる法人の平成二十一年四月一日 独立行政法人メディア教育開発センター 以（ （























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４ 人件費については 「行政改革の重要方針 （平成17年12月24日閣議決定）において示された総人件， 」





















① 調査研究を効率的・効果的に実施するために, 常勤職員のほか, 客員研究員, 特別奨励研究




































































（平成21年9月30日現在 常勤54名）役 職 員
役 員 所 長 杉戸 清樹 主任研究員 熊谷 智子
理 事 徳重 眞光 研 究 員 朝日 祥之
監事(非常勤) 窪川 秀一 〃 高田 智和
〃 工藤眞由美 〃 米田 純子
言語問題 グループ長 田中 牧郎
管 理 部 部 長 山本 昌博 グループ 主任研究員 斎藤 達哉
総 務 課 課 長 山田 重美 〃 三井はるみ
課 長 補 佐 岩村ときわ
総務係 係 長 高山 和男 情報資料部門 部 門 長 熊谷 康雄
一 般 職 員 鈴木美保子 主任研究員 山田 貞雄
企画評価係 係 長(兼務：岩村ときわ） 資料整備 グループ長 井上 文子
一 般 職 員 新井田貴之 グループ 研 究 員 礒部よし子
人事係 係 長 徳田 浩慈 〃 中山 典子
会 計 課 課 長 大島 恵志 一 般 職 員 綱川 博子
課 長 補 佐 安保 邦夫 文献情報 グループ長（兼務：熊谷康雄）
財務係 係 長 林 哲也 グループ 主任研究員 池田理恵子
一 般 職 員 長谷川 愛 〃 新野 直哉
経理係 係 長 大沼 徹 研 究 員 塚田実知代
一 般 職 員 田中 洋平
契約係 係 長(兼務：安保 邦夫） 日本語教育基盤情報センター
一 般 職 員 木村 友恵 センター長 柳澤 好昭
主任研究員 嶋村 直己
研究開発部門 部 門 長 相澤 正夫 整備普及 グループ長 野山 広
言語資源 グループ長 前川喜久雄 グループ 研 究 員 早田美智子
グループ グループ長 山崎 誠 用例用法 グループ長 井上 優
主任研究員 小椋 秀樹 グループ
〃 柏野和佳子 学習項目 グループ長 金田 智子
〃 小磯 花絵 グループ 研 究 員 福永 由佳
〃 山口 昌也 評価基準 グループ長 宇佐美 洋
研 究 員 小木曽智信 グループ 研 究 員 森 篤嗣
〃 丸山 岳彦
〃 小沼 悦
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